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１ 薬物事犯の取締り状況について（全国・広島県） 

 

 
 

２ 令和７年中の広島県内の薬物事犯の情勢等について 

○ 検挙人員は 200人で、前年から５人増加した。 

     このうち、覚醒剤事犯の検挙人員は 86人と前年から 19 人減少したものの、

依然として薬物事犯検挙人員の約 43％を占めている。 

○ 大麻事犯の検挙人員は 103人で、過去最多となった。 

大麻事犯の検挙人員の約 75％が 30歳未満である。 

○ 薬物事犯の再犯者は 95人（約 48％）で、このうち覚醒剤事犯の再犯者は 62

人（約 72％）である。 

○ 押収状況については、覚醒剤・乾燥大麻ともに前年から減少し、大麻草・大

麻濃縮物・コカインは増加した。 

○ 令和７年４月から６月まで間、大麻・けしの不正栽培事犯の取締りを実施し

た結果は、 

  ・大麻事犯の検挙状況  47 件 24人 

  ・大麻押収状況     乾燥大麻 2458.238グラム 大麻草 539本 

  ・けしの除去状況    10,993 本 

    である。 

 

  【令和８年５月末現在の情勢】 

     前年同月比で検挙人員は若干増加しており、大麻事犯は過去最多となった前    

年より増加傾向で依然若年層の検挙が増加している情勢にある。 
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１ 薬物事犯検挙状況
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２ 薬物種類別押収量
広島県
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※単位：全国～キログラム（ｋｇ）・広島県～グラム（ｇ）。（大麻草を除く）
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